
今年は、1年生だけではなく、６年生もアサガオを育てています｡なぜなら、「フラワ
こ と し ねんせい ねんせい そだ

ーレーンプロジェクト」に６年生が参加しているからです。今回はその紹介です。
ねんせい さ ん か こんかい しょうかい

１ 「フラワーレーンプロジェクト」とは、どんなプロジェクトなの？

フラワーレーンプロジェクトとは、東京2020大会の各会場の入口で手荷物検査
とうきょう たいかい かくかいじょう いりぐち て に も つ け ん さ

に並ぶ観客の列（レーン）を、金属などのフェンスではなく、アサガオ（フラワー）
なら かんきゃく れつ きんぞく

の鉢植えを並べることで仕切ろうとする取り組み（プロジェクト）です。子どもたち
は ち う なら し き と く こ

が育てた約40,000鉢のアサガオに、応援や歓迎の言葉を書いたメッセージを取り付
そだ やく はち おうえん かんげい こ と ば か と つ

け、観客をもてなします。
かんきゃく

２ ６年生が育てているアサガオは、どの競技会場に並べられるの？
ねんせい そだ きょうぎかいじょう なら

６年生が育てているアサガオは、全部で120鉢。このアサガオはオリンピックの
ねんせい そだ ぜ ん ぶ はち

自転車競技（BMXレーシング・フリースタイル）やスケートボード（ストリート・パー
じてんしゃきょうぎ

ク）が行われる有明アーバンスポーツパーク（江東区有明）に並べられる予定です。
おこ ありあけ こうとうくありあけ なら よ て い

３ オリンピックが終わったら、アサガオはどうなるの？
お

オリンピック・パラリンピック終 了後の９月初旬に、アサガオはまた学校に戻ってく
しゅうりょう ご がつしょじゅん がっこう もど

る予定です。
よ て い

5月12日(水)に種まきをしている様子
がつ にち すい たね よ う す

＜参考＞東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会のホームページ
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自分たちが育てたアサガオが、オリンピック
じ ぶ ん そだ

を見に来た人を歓迎するなんて、考えただけで
み き ひと かんげい かんが

もわくわくしますね。６年生が育てているアサ
ねんせい そだ

ガオは今、第３校庭にあります。元気に育つよ
いま だい こうてい げ ん き そだ

うに、見かけたら声をかけてくださいね。そし
み こえ

て、６年生のみなさん、お世話をよろしくお願
ねんせい せ わ ねが

いします。
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